
速 報  第 4期理事長（代表理事）就任
にあたって

竹中晃二（早稲田大学人間科学学術院）
この度，第 4期理事長（代表理事）に選出されまし

た（任期：2015年 6月～2017年 3月）。ここに抱負を
述べてご挨拶と致します。
本学会は，第 2・3期の理事長であった田中宏二先生

（元岡山大学副学長，現広島学園大学副学長）のリー
ダーシップによって，財政的に健全で，しかも内外に
向けて風通しがよく，透明感のある団体に生まれ変わ
りました。その後を継ぐ私の任務は，これからの2年間，
先人が築いた土台の上に立ち，健康心理学，また健康
心理学会のプレゼンスを今以上に高めることだと考え
ています。以下，健康心理学，また学会のプレゼンス
を高めるために行うべき内容を挙げます。

1.　‌�基盤の整備：健康心理学のアイデンティ
ティの確立

1） 保健・医療・福祉分野における心理学的研究推進
2）疾病管理，疾病予防，およびヘルスプロモーション
における介入研究の充実

3）医療・保健・福祉行政への政策提言

2.　現在の学会活動のさらなる充実
1）学会内の研究誌および書物の出版
2）学会活動の活性化
3）各種表彰の見直し
4）広報活動の活性化

3.　‌�資格制度の充実，保健・医療・福祉領域に
おける健康関連職従事者，および若手研究
者の育成

1）健康心理士の職業能力の開発
2）健康関連職従事者への健康心理学研修
3）若手研究者の育成

4.　高度な研究活動の活性化
1）国際誌への投稿の奨励
2）国際的研究の活性化

5.　未来志向の検討
1） 各種委員会をまたがる連絡組織の開設：学会活性化
特別委員会の活性化
以上，これらの内容については，第 28回大会初日の会

員集会にて説明します。いまは多くの抱負をもって，理事
長の仕事を開始しますが，これらの実現に向けて常任理
事・理事の方々とともに努力したいと思います。皆様も学
会活動に積極的に参加していただき，一緒に学会のプレ
ゼンスを高めていきましょう。
経歴：1952年大阪生まれ。早稲田大学教育学部卒。ボ
ストン大学大学院博士課程修了。Doctor of Education

（ボストン大学），博士（心理学）（九州大学）。関西学院
大学，岡山大学を経て，現在，早稲田大学人間科学学
術院教授。
嗜好・趣味：時代小説，夕食時のきゅっと冷えた白ワ
イン，だらだらジョギング
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